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題目：制限定理と関連する偏微分方程式論の諸問題

ユークリッド空間上の連続関数は, 定義域を超曲面に制限することにより, そ
の超曲面上の連続関数と見なすことができる. この主張において, 「連続」を
「可積分」に置き換えることは可能だろうか? 超曲面の測度は 0 であるので, こ
の場合はそこへの制限を自然な方法で定義できることすら必ずしも自明ではな
い. このような制限の存在を保証する一連の主張は「制限定理」と総称され, 掛
谷問題などの調和解析の有名な未解決問題とも関連していることが知られてい
る. 一方, 制限定理と偏微分方程式論との密接な関連性も認識されており, 例え
ば Strichartz評価式や平滑化評価式といった Schrödinger方程式の Cauchy
問題に関する基本的な評価式は, 制限定理から導出可能であることが知られて
いる. この講演ではこれらについて概説するとともに, 近年取り組んでいる平滑
化評価式の最良定数の問題, さらにはその Schrödinger 型方程式の Cauchy
問題の適切性に関する溝畑・竹内予想との関連性などについて述べたい.
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